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No.320(平成８年４月)

分類コード 01－08農業の新しい技術
熊本県農政部

早場地帯の茶の早生適品種「さえみどり」

農業研究センター 茶業研究所

研 究 の ね ら い

一番茶が早期に出荷できる早場地帯においては 「やぶきた」より摘採期が早く、良質、

な早生品種が望まれている。

そのため、生産現場（本渡市枦宇土町、標高 ）において品種比較試験を行い、早場50m

地帯における早生品種を選定した。

研 究 の 成 果

１一番茶の摘採期は、 ～ 年生（平成 ～ 年）の カ年の平均でみると 「しゅんめ3 6 4 7 4 、

4 5い さえみどり 及び おおいわせ がほぼ同時期で やぶきた と比較して ～」、「 」 「 」 、「 」

日早い（表 。1）

２一番茶の生業収量は、 年生までは株張りの早い「おおいわせ」が最も優れるが、成木5

園になると「おおいわせ 「さえみどり」及び「めいりょく」がほぼ同等となり 「や」、 、

ぶきた」より多収となる（図 。1）

３一番茶の製茶品質（煎茶）は、各年次とも「さえみどり」が極めて良質であり 「やぶ、

きた」より優れる（図 。2）

、「 」 「 」 （ ）。４かまいり製玉緑茶としての製茶品質も さえみどり が やぶきた より優れる 図 3

普 及 上 の 留 意 点

「さえみどり」は早場地帯で晩霜害の少ない地域に普及をすすめる。
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表 １ 一 番 茶 の 萌 芽 期 及 び 摘 採 期

品種名 萌芽期（月・日） 摘採期（月・日）

Ｈ４ Ｈ５ Ｈ６ Ｈ７ 平均 Ｈ４ Ｈ５ Ｈ６ Ｈ７ 平均

しゅんめい 3.14 3.23 3.24 3.30 3.23 4.17 4.24 4.22 4.28 4.23

おおいわせ 3.16 3.24 3.23 3.31 3.24 4.20 4.25 4.24 5.1 4.25

さえみどり 3.18 3.25 3.34 4.1 3.25 4.19 4.25 4.22 4.30 4.24

めいりょく 3.21 3.26 3.26 4.3 3.27 4.22 4.27 4.25 5.2 4.27

やぶきた 3.21 3.28 3.29 4.5 3.29 4.23 4.28 4.27 5.3 4.28

図 １ 生葉収量（k g / 1 0 a )

図 ２ 製 茶 品 質 （ 審 査 項 目 ） 図 ３ 製 茶 品 質 （ か ま い り 茶 、 平 成 ５ 年 ）
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